
 

  

 

少年期（小学校中～高学年）から青年期（中学生～大学生）、社会人向け 

目的を明確にしたチームビルディング型体験 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

国立立山青少年自然の家 
 

これからの時代を生きる子どもたちに必要なのが，「チームをつくる力」と言われています。正解のない課題
に対し，仲間をつくり，仲間と対話や協働を繰り返しながら，最適解を見出し，問題解決をする力が求められてい
るのです。「立山ジョイフレンド」は，問題発見から，課題の設定，課題解決のプランニングからアクション，そして
振り返りという問題解決に必須のプロセスを，主体的に取り組むことによって必要な能力を身に付けることがで
きる優れたプログラムとなっています。           上越教育大学 教職大学院教授 赤坂真二 
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１ 何をねらった取組ですか？ 

 国立立山青少年自然の家では，集団のチームワーク力を育てる体験活動としてふさわしいねらい（目標）を以下

の１０個に絞り込みました。そのことによって，集団のチームワーク力・コミュニケーション力の側面をもれなく分析

し，重点的かつ効果的に育成しようとする試みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上の１０の側面から，指導者または参加者アンケート集計によって集団の分析を行い，体験活動にふさわしいね

らい（目標）を１～３個に絞り，選択します。そして，体験前・体験中・体験後のねらいとして掲げ，集団のチームワ

ーク力を育成する側面を強めます。 

 

実態把握と

育てたい力の精選

○指導者の集団診断リスト

○参加者（児童生徒）アン
ンート

○学校・学年・学級目標と
の関連づけ

「立山ジョイフレンド」の

ねらいを決定

○参加者に指導者の思いを伝える

○事前に話し合いをして参加者（児
童生徒）の意識を高める

○活動中に、ねらいを確かめ、適宜、
評価して伝える

ねらいに近づいたか

を見る振り返り

○設定したねらいに対応し
た振り返りの項目の設定

○事後の活動に生かせる記
述を導く質問

目次 

１ 何をねらった取組ですか？ 

２ 具体的にどう進めるのですか？ 

３ 活用のしかたはどのようにすればいいですか？ 

４ 立山ジョイフレンドの活動紹介 

 

チームワーク力を育てる
体験活動のねらい 

 

 

 

基礎的・汎用的能力 

人間関係形成・社会形成能力 

他者の理解能力 

基礎的・汎用的能力 

自己理解・自己管理能力 

コミュニケーション能力 

主体性 

責任感 

忍耐力 

 

 

 

基礎的・汎用的能力 

課題対応能力 

情報収集・選択能力 

課題解決力 

自己実現 
規範意識 

チャレンジ精神 

社会性 
思いやり 
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 この取組の背景は以下の 3 点です。 

①子どもたちの体験活動を減らさないでほしい 

「平成 28年度 文部科学白書」において「青少年の体験活動の意義・効果」が次のように報

告されています。「体験活動は，幼少期から青年期まで，多くの人と関わりながら体験を積み

重ねることにより，『社会を生き抜く力』として必要となる基礎的な能力を養う効果があ

る」というこの報告に従って，人との関わりを促す体験活動を仕組めば，大きな教育効果が得

られるという考えに基づいてこの取組を設定しました。 

②ねらい（目的）をしっかり決めた体験活動にしてほしい 

平成１９年中央教育審議会答申において，「体験活動は，何らかの学習が行われることを目

的として，体験する者に対して意図的・計画的に提供されるもの」とされており，「教育的な

目的・効果を考慮して体験活動を進めること」とあります。つまり，体験活動とは，指導者

が，子どもたちを意図的・計画的にねらい（目指す姿）に近づける一種の道具と言えます。

そのため，ねらい（目的）を精選することは，効果的な体験活動を仕組む上で必要不可です。

そのための手助けになるのが，この取組です。 

③指導者は，子どもたちをより「ねらい」に近づける工夫をしてほしい 

子どもたちを，より効果的に「ねらい」に近づけるには，４つの方法があります。1 つ目は，「ねらい」を

子どもたち（体験者）にしっかり明示する。２つ目は，指導者が子どもたちの実態に応じた体験活動の内

容と流れを構成する。３つ目は，活動中に，どのような点が「ねらい」に「ふさわしい・ふさわしくない」とい

う評価を指導者と子どもたちで共有する（指導と評価の一体化）。４つ目は，活動後に振り返りをしっかり

行い，今後の諸活動の反省点としたり，励みにしたりして、継続した教育的取組の一部であることを確

認する。 

このように，体験活動の実施に向けて，各団体の指導者が，意図的・計画的に「ねらい」を設定し，「ねらい」に

導く工夫を施すことができる仕組みにしたのがこの取組の「立山ジョイフレンド」です。子どもたちが，体験活動を

通して指導者の意図や計画に従って変容していくことができれば，青少年教育における体験活動が減ることはな

いでしょう。 

２ 具体的にどう進めるのですか？ 

立山ジョイフレンドは，基本的に４つの段階に分かれて構成されています。①集団診断，②「ねらい」の設定，

③活動の構成と配慮，④評価（振り返り）と評価活用，の 4 種類です。それぞれの段階で，指導者の意向や思い

によって自由に変更が可能です。※このシステムは基本的に本所職員と相談しながら構築していく形をとります 

集団診断

•集団（学級）診断シートの１１の質問肢に１～４のレベルで☑をする。

•診断結果表示ボタンを押して、集団（学級）の傾向を確認し、「立山ジョイフレン
ド」を通して育成したい「ねらい」の例を確認する。

「ねらい」
の設定

•表示された「ねらい」の内、自校の重点課題に対応しそうな「ねらい」、または、指導
者の思いや願いに沿う「ねらい」を選び、☑をする。※３つ以内

活動の構成
と配慮

•ねらいの伝え方を考え、「立山ジョイフレンド」のプログラムの構成（順番・組み合わ
せ）を工夫する。

•指導者１人対集団全体や１人対１人、３人グループ、６～１０人グループ、集団全体と
いった集団構成の流し方を構想する。

評価

•参加者は，自己評価用紙を活動後に記入する。

•指導者は，ねらいにふさわしい参加者の記述を拾い上げて称賛する。

•今回設定したねらいが道徳（22項目）や学校や団体の重点課題と関連する場合、今回
の体験（または自己評価の記述）を素材にして今後の活動に役立てる。
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「立山ジョイフレンド」活用の流れ 

①集団診断  

「立山ジョイフレンド」を体験する集団（学級）の特性を診断するシートの 

チェック欄にチェック☑を入れます。 

②「ねらい」の設定  

集団診断シートの結果として，得点の高い項目は「優れている面」として，得点の低い項目は「不得意とする面」と

して分類されて表示されます。そこで表示された「ねらい」の中から，自校の重点課題に対応しそうな「ねらい」，また

は，指導者の思いや願いを加味した「ねらい」を見付けて，リストから本活動にふさわしい「ねらい」を１～３個，最終

決定します（「最終決定」欄にチェック☑を入れる）。 
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③活動の構成と配慮を作成  

水色は自動入力されるスペースです。緑は、プルダウンリストから番号を選ぶスペースです。橙色は直接入力す

るスペースです。この活動指導案は，②の段階で「ねらい」を決定した時点で上段のねらいのスペースが自動表示さ

れます。中段以下の「活動内容」の欄では，②で決定したねらいの中のどれか１つを番号で選んだり，「活動Ｎｏ」の

欄では下図の「具体的活動一覧」からふさわしい活動を選んだりします。（ねらいに応じて活動候補がリストアップさ

れます。） 
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④評価  

自己評価用紙は，②で最終決定したねらいに対応して自動的に作成されます。指導者は，ねらいにふさわしい参

加者の記述を拾い上げて称賛したり，集計して今後の活動に活用したりします。 

※今回，②の「最終決定」の欄のチェックから，「ねらい」や「指導者の働きかけ」，「振り返りの質問肢」が自動で抽

出されていますが，その抽出の元となる表が，資料の「集団を育てる体験活動の目標例」です。 

３ 活用のしかたはどのようにすればよいですか？ 

本来，「ねらい」や「働きかけ」，「留意点」については，団体の指導者が体

験を企画するごとに設定するものです。この「立山ジョイフレンド」は，指導者

が体験の構想を練る上で，「ねらい」や「働きかけ」，「留意点」がすべてあら

かじめ用意されています。それらを設定する際のたたき台として活用してくだ

さい。 

体験を企画する主担当の方は，学級担任やグループ責任者，参加者に「集団診断シート」を実施ししてもらい，

それを大まかに集計し，代表的な項目をチェックし，「ねらいの設定」の画面を生成してください。 

生成された「ねらいの設定」画面を用いて，その中から，今回の体験で育成したい力を関係者で協議し，最大３

つまでねらいを絞って設定してください。ねらいが決定したら「活動計画・指導案」の大半と「振り返りシート」の全

てが自動で生成されます。 

次に「具体的活動一覧」の中から，指導者が子ども達（参加者）をねらいに近づける活動としてふさわしいと考

えるものを選定していきます。その際，「どの活動を選ぶか」よりは，「何をどう子ども達に働きかけるか」を重視し

てください。そのため，自動生成された「指導者の働きかけ」を参考にしたり，修正したりして，「留意点」をしっかり

協議して記入してください。その「留意点」についての指導者の考察が，体験活動の質を変化させます。 
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「振り返りシート」は，子どもたち自らが，自分達の言動が「ねらい」にふさわしい言動であったのかを考えさせた

り，指導者が子ども達の言動の良い面とふさわしくない面を評価したりするためのものです。今回，設定した「ねら

い」を今後の活動でも踏襲する場合，PDCA サイクルの C（チェック）過程として，子ども達と指導者で反省をしっか

り共有する時間を設定し，今後の活動において実行性のある提言（A アクション）として投げかけてください。 

また，学校団体の場合，学校における道徳や各教科において，今回，設定

したねらいに関連付けられそうな内容を吟味し，導入やまとめの段階におい

て，今回の体験での「具体的な子ども達の姿」の例示として活用することが効

果的です。 

≪資料≫ 
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４ 立山ジョイフレンドの活動紹介  

  

 

 

ビーム 

 
立ち木の間に設置してある丸太をグループ

で協力して全員が乗り越えることができれば成

功です。グループの中で体格に個人差がありま

すので、乗り越える順番などをグループで作戦

を立てながら行う楽しさを味わえます。 

ブラインドウォーク 

 

グループで１列になり、先頭の人の指示に従っ

てポイントを目印に歩きます。先頭以外は、アイ

マスクをしながら移動するので、先頭の人を信

頼しなければいけません。先頭の人は時間や距

離で入れ替えましょう。 

ウォール 

 
そびえ立っている「壁」をグループで協力して

乗り越えるゲームです。全員が乗り越えることが

できれば成功です。 

グループの中で体格に個人差がありますの

で、乗り越える順番など、グループで作戦を立て

ながらグループでの協力が必要なゲームです。 

ターザンロープ 

 
全員がスタート地点の「島」に乗り、木に縛り

つけてあるロープを使って、別の島に全員が移

動すれば成功です。「島」に移動する人が増え

れば増えるほど、難易度が上がりますので、グ

ループでの協力場面が必要となります。 

詳しくは，こちら 
 
https://tateyama.niye.go.jp 
/wp/wp-content/uploads 
/H30-59-1.pdf 

 
 

 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

国立立山青少年自然の家 
〒930-1407 富山県中新川郡立山町芦峅寺字前谷１ 
℡ （０７６）４８１-１３２１ Fax （０７６）４８１－１４３０ 
URL https://tateyama.niye.go.jp  E-mail tateyama-sen@niye.go.jp 
 

https://tateyama.niye.go.jp/
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mailto:Tateyama-sen@niye.go.jp

	１　何をねらった取組ですか？
	２　具体的にどう進めるのですか？
	①集団診断
	②「ねらい」の設定
	③活動の構成と配慮を作成
	④評価
	３　活用のしかたはどのようにすればよいですか？
	４　立山ジョイフレンドの活動紹介


